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要約

新型コロナウイルス感染症の拡大による緊急事態宣言により従前の集合研修をＷｅｂ研修（オンラ

イン研修）に切り替えた。本稿では、Ｗｅｂ研修の形態や特徴について整理を行った後、本府で行っ

た研修についてデータに基づいて分析する。その結果、データに基づいて客観的に集合研修やＷｅｂ

研修の状況把握を行うことができ、今後の研修の在り方の検討につながる知見が得られた。
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１ はじめに

昨年度まで京都府の初任期育成研修では原則集合研修を行ってきた。本年度当初、国による緊急事

態宣言により４月から６月中旬までの集合研修を取りやめ、Ｗｅｂを活用した研修に切り替えた。

本稿では、Ｗｅｂ研修のうち、動画を活用した研修についての研修の実施状況を報告する。

２ 研修形態の分類

(1) 研修の分類

議論を整理するために、２つの基準を基にして研修形態を分類するための基準作りを行った。

まず、１つ目の基準として受講者が集合するか否かについて表１のように３つに分けた。

（表１）研修形態の分類Ⅰ 受講者などの集合形態

Ｓ：「集合」 Ｎ：「非集合」 Ｈ：集合と非集合の併用 Ｂ：「分散集合」

（ハイブリッド型）

受講者 会場に集合 会場に非集合 会場に集合 複数会場に集合

講師 会場に集合 所在は任意 非集合（一部の講師が非集合も含む） 所在は任意

次に、２つ目の基準として表２のように７つに分けた。

（表２）研修形態の分類Ⅱ 講師と受講者のつながりの形態



※リアルタイム…講師と受講者または会場間をリアルタイムで接続し相互に連絡が取れる状態

※オンライン…リアルタイムや動画視聴などインターネットを使って結ぶすべての形態

表１、表２の２つの基準を組み合わせると表３のようになる。28通りの組み合わせのうち、考

えにくいパターン（受講者全員を集合させて、全て動画視聴のパターン等）を除いた10通りのパ

ターンにラベリングする。例えば、「Ｎ２」は受講者は研修会場に集合することなく勤務地や自

宅などから参加し、全てリアルタイムでＷｅｂ研修を受ける形式である。

（表３）研修形態分類

(2) 研修形態別の特徴

集合研修とオンライン研修にはそれぞれメリットとデメリットがある。Ｗｅｂによる研修を提

供している株式会社Schoo（スクー）は集合研修とオンライン研修の違いについて表４のように

まとめている。

（表４）集合研修とオンライン研修の特徴

（出典：https://schoo.jp/biz/column/398）



本稿では、研修の形態について、オンライン研修を「オンライン研修（リアルタイム）」と「オ

ンライン研修（動画視聴）」の２つに分け、また、項目を増やして、各研修形態の特徴を表５の

ようにまとめた。

（表５）各研修形態の特徴（筆者作成）



３ Ｗｅｂ研修の実施概要

(1) 実施した研修の形態

本年度京都府の初任期育成研修84種類の講座について、表３で示したＳ１からＨ７までの９パ

ターンについて実施状況を整理した（表６、７）。

（表６）本年度京都府実施の初任期育成研修の研修形態

全講座 84

Ｗｅｂ研修実施 27

集合研修 51

集合以外の研修※ ６ ※「テーマ研修」や「他校種体験」など集合しない研修

（表７）パターン別の講座実施状況



（表８）初任期育成研修の講座一覧



４ 実施状況

(1) 動画視聴期間の設定

準備期間が必要であった４月分の講座を除き、原則本来の研修日を動画視聴期間の開始日とし、

15日間の視聴期間を設定した。学校業務日の初任者研修、新規採用者研修は原則木曜日に実施し

ており、初任者・新規採用者が出張しやすいように時間割や後補充の配慮がなされている。その

ため、木曜日に動画を視聴し研修がしやすいように視聴期間を設定した。

また、15日間の設定期間終了後も動画は視聴できるようにしてありまとめて動画を視聴するこ

とも可能であるが、初任者・新規採用者が計画的に研修を行うことも目的の１つとして動画視聴

期間を設定した。

表９は、動画視聴期間の順にＷｅｂ研修を整理した。

（表９）Ｗｅｂ研修の動画視聴期間



５ データから見える実施状況の特徴

(1) 収集するデータ

Ｗｅｂを活用した講座の実施状況を分析するにあたり、次のデータを収集した。

①YouTubeにアップした動画について管理者へ提供されるデータ

・日々の視聴回数

・視聴率

②初任者研修アンケート（センター独自実施）

③受講報告書

(2) 日ごとのデータ

講座別に日ごとの視聴回数をまとめた（表10）。



（表10）各講座別日ごと視聴回数



まず、各講座別に週単位の集計をしてグラフ化した。

（表11）各講座別動画視聴回数（週単位；回数）

（表12）各講座別動画視聴回数（週単位；割合）

（図１）各講座別週単位視聴回数

（図２）各講座別週単位視聴割合



(3) 動画視聴期間開始日を基準にしたデータ（週単位集計）

講座によって開始日が異なる。そこで、各講座の動画視聴期間開始日を基準としてデータを整

理し表やグラフにまとめ視聴状況の分析を行う。

（表13）動画視聴期間開始日を基準とした各講座別動画視聴回数（週単位；回数）

（図３）動画視聴開始日基準（週単位の割合）全体

図３を観ると視聴状況を２つのパターンに分類することができる。

（図４）動画視聴開始日基準（週単位の割合）タイプⅠ （図５）動画視聴開始日基準（週単位の割合）タイプⅡ

タイプⅠは、開始後第１週が最も視聴割合が高く(約40～70％)、多くが第２週まででほぼ80～

90％を占めている。標準的な視聴のパターンがこれである。

タイプⅡは、開始後第１週の割合に比べ第２週、第３週の割合が高くなっているパターンであ

る。その理由は各講座によって異なると考えられる。

「初任期スタート」講座と「開講式等」講座は、通知文を４月30日に発送し、動画視聴が５月

１日であったため、通知が初日に間に合っていない上に、連休中であったため連休後の第２週に



実質的に開始となったことが考えられる。

「健康安全教育・地域連携」講座はＡ（５月28日）とＢ（６月18日）の間が３週間あり、本来

Ｂの受講対象者が第２週、第３週に視聴していることが考えられる。

「小学校総合・外国語・情報」講座は、本来７月21日、22日に実施する講座であるが、視聴開

始日を６月に繰り上げたことが影響していると考えられる。



(4) 動画視聴期間開始日を基準にしたデータ（日単位集計）

次に、日ごとの動画視聴状況を分析する。

図６は、全講座の日ごとの動画視聴回数

を表している。

表14は、各講座ごとの曜日別の動画視聴

状況（割合）である。これにより次の特徴

がわかる。

①動画視聴開始日は多くは木曜日である

が、多少のばらつきはあるものの、どの

曜日も視聴されている。

②水曜日が最も多くなっているが、その

原因の１つは、初日に確実に視聴すること （図６）動画視聴開始日基準（日単位の割合）

ができるように、火曜日や水曜日に動画を

アップすることが多い。そのため、前日の水曜日の視聴も多く約４％ほどの視聴が前日の視聴

となる。それを木曜日に加算すれば、木曜日の視聴割合は約22%ととらえて分析することもで

きる。

（表14）各講座ごとの曜日別の動画視聴状況（割合）

③土日の視聴の割合が約24.9％と４回に１回は

休みの日に視聴されていることがわかる。さら

に祝日を加えるとその割合はさらに高くなる。

④上記③については、小学校や幼稚園がさらに

その傾向が強く、小学校の場合は約33％、幼稚

園の場合は約40％が土日に視聴している。

（図７）講座別曜日別動画視聴状況(割合)



次に、各講座ごとに日ごとの視聴状況を分析する（図８～10）。

まず、最も多いパターンはタイプⅠである。

動画視聴開始日（前日を含む）が最も多くな

っているパターンである。

タイプⅡ（図９）は、開始日から約２週間

の間に平均的に視聴されているパターンであ

る。その理由は、２通りある。

１つは、前述したが、スタート講座と開講

式等講座については、４月30日に開始である

が連休終了の５月６日から本格的に視聴が始

まっている。 （図８）動画視聴状況（日ごと）タイプⅠ

もう１つは、これも前述したが、「健康安全教育・地域連携」講座は本来の開始日が複数ある

ことの影響があると考えられる。

タイプⅢ（図10）は、いずれも小学校の講座であるが、タイプⅡと同じく２週間平均的に視聴

されているが、その理由は異なると考えられる。

（図９）動画視聴状況（日ごと）タイプⅡ （図10）動画視聴状況（日ごと）タイプⅢ



(5) YouTube掲載の動画視聴データ

YouTubeは時間の経過ごとの視聴率のデータが収集できる。

そこで、各講座動画ごとに視聴の状況を分類し枠組みを作成し分析を行う。

ア 視聴率のパターン

今回提供した動画の視聴パターンについて、次のように５つのタイプに分類した。

（図11）今回提供の動画に対する５つの視聴パターン

６月末までに提供した67の動画について５つのタイプごとの動画数は表16のとおりである。

なお、データを収集できなかった動画１つは集計から除外している。

（表16）タイプ別動画数

タイプ タイプの特徴 該当する動画数

Ⅰ 開始時から終了時まで視聴率に変化がない 16

Ⅱ 開始時から終了時まで視聴率が下がり続ける傾向 11

Ⅲ 開始時から基本的に視聴率は平坦であるが、後半に 23

視聴率が高くなる

Ⅳ 途中の段階で視聴率が高くなる部分がある ８

Ⅴ 途中の段階で視聴率が高くなる部分があり、かつ、 ８

後半に視聴率が高くなる

それぞれのタイプの典型例を紹介する。

Ⅰ 最初から最後まで平坦
Ⅱ ずっと下がり傾向
Ⅲ 最後に盛り上がる
Ⅳ 途中に盛り上がるポイント有
Ⅴ 途中に盛り上がったうえで、

最後にも盛り上がる



【タイプⅠ】「開始時から終了時まで視聴率に変化がない」

例として、「開講式等」講座の講義Ⅱ「自ら

の教職生活を展望する～セルフマネジメント

を手に入れる～」があげられる。図12のよう

に開始時から終了時まで視聴率に大きな変化

はない。

図の出典はYouTubeである。

（図12）タイプⅠの視聴率推移例

【タイプⅡ】「開始時から終了時まで視聴率が下がり続ける傾向」

例として、共通「健康安全教育・地域連携」

講座の講義Ⅰ「学校教育における健康安全教

育の意義と役割について」があげられる。図1

3のように開始時から終了時まで視聴率は下が

り続ける傾向がみられる。

（図13）タイプⅡの視聴率推移例

【タイプⅢ】「開始時から基本的に視聴率は平坦であるが、後半に視聴率が高くなる」

例として、共通「開講式等」講座の講義Ⅲ

「各研修講座の概要について」があげられる。

図14のように開始時から終了時まで視聴率に

大きな変化がないが、最終の段階で視聴率の

高まりがみられる。

（図14）タイプⅢの視聴率推移例

どのような内容が高い視聴率になるのかを分析することは、効果的な動画作成に向けて有

意義である。例としてあげた講義については、Ａ、Ｂの位置では「受講報告」の書き方につ

いてポイントを絞って具体的に説明をしている部分である。視聴率については、動画をみる

のをやめたり飛ばしたりすることで視聴率が下がる。逆に、繰り返し再生をする部分は視聴

率が高くなると考えられる。すなわち、本動画では、ＡやＢの部分を繰り返し再生している

と考えられる。

集合研修でも同じ内容の講義を行っているが、受講報告の書き方を一度言われても実際に

書く際に全てを記憶している人はほとんどいない。しかし、動画であれば実際に受講報告を

書く際に、講義を再度見返すことができる効果がある。視聴率の高さは、その効果の表れの

１つであろう。



（図15）図14のＡ地点の動画画面 （図16）図14のＢ地点の動画画面

タイプⅢの後半に視聴率が高くなる部分の共通した内容としては、書類の書き方の説明、

課題の提示、次回の連絡などがあげられる。

【タイプⅣ】「途中の段階で視聴率が高くなる部分がある」

例として、共通「初任期スタート」講座の

講義Ⅲ「情報活用能力の育成と情報手段の適

切な活用」があげられる。図16のように開始

時から終了時まで視聴率に大きな変化がない

が、途中の段階で視聴率の高まりがみられる。

（図16）タイプⅣの視聴率推移例

（図17）視聴率の高まりがみられる地点の動画画面

視聴率の高まりがみられる部分は、受講者が繰り返し見たり、止めたりしながら視聴してい

ると考えられる。結果として、視聴率の高い部分は受講者にとって関心の高い内容であると理

解することもできる。

【タイプⅤ】「途中の段階で視聴率が高くなる部分があり、かつ後半に視聴率が高くなる」

例として、「中学校教科教育１」講座の数学

科の動画があげられる。このタイプは、タイプ

ⅢとタイプⅣの両方を兼ね備えたタイプであ

る。途中に興味関心の高い内容があり、最後に

連絡事項などで視聴率が高くなるタイプであ

る。 （図18）タイプⅤの視聴率推移例

なお、途中で２回以上視聴率が高くなる場合はタイプⅣへの分類とする。



詳しい分析は後述する。

このように動画の視聴パターンを分類することにより、次のことにつながる。

①効果的な研修のための内容の見直しにつながる。

②集合研修とオンライン研修の形態選択につながる。ひいては、講座全体の構想につなが

る。

今回、視聴パターンは５つに分類した。理論的には、他にもタイプが考えられる。例えば、

「開始時から終了時まで上がり続ける」、「特定の場所の視聴率が下がる傾向」などが考えられ

る。今回、そのようなタイプの動画が見られなかったのでタイプから外しているが、今後の研

修においては枠組みの見直しをする必要がある。

図11で示した５つの視聴パターンを今回提供したすべての動画を分類したが、各動画の視聴

パターンやそのほかの詳細な情報を表17に示す。



（表17）各動画の視聴パターンや詳細な情報

イ 動画時間の長さと視聴時間の相関

今回、提供した動画については、短いものは30秒間から長いものは40分間近いものまであっ

た。その動画時間の長さと視聴時間の相関について分析する。

図19は、動画時間と視聴率の関係を動画ごとに計算し散布図にしたものである。



（図19）動画時間と視聴率の関係

全体的な傾向としては、動画時間が長くなると視聴率が下がる傾向があるように見える。

しかし、400名前後が対象となる共通講座と数名から20名程度が対象となる教科教育講座の全

てが混在しているので分けて分析を行う。

（図20）動画時間の長さと視聴率の相関（左：初任者研修全体、右：共通講座）

（図21）動画時間の長さと視聴率の相関（左：小学校教科教育、右：中学校教科教育）



（図22）動画時間の長さと視聴率の相関（左：高等学校教科教育、右：特別支援教育）

共通講座や小学校教科教育は比較的短い動画が多く、動画時間の長さが視聴率にあまり影響

していない。中学校教科教育や高等学校教科教育は比較的長い動画が多い。若干長い動画のほ

うが視聴率が低くなる傾向もみられないわけではないが、さほど大きな差ではない。

表18の最右欄は、各動画の総視聴回数をその講座の受講対象人数で割った数を計算している。

これを共通講座や各校種の教科教育ごとに集計すると表18となる。

（表18）受講対象人数一人当たりの総視聴回数（⑦の欄）

※中学校、高等学校の⑥の欄は受講対象人数を教科数で割った数値である。

共通講座や特別支援学校の講座は受講対象人数の約２倍となっている。初任者以外の人が見

ていないと仮定すると、受講者一人当たり平均２回視聴しているととらえることができる。実

際には、初任者以外も視聴しているので一人当たりの視聴回数はそれよりも少ないことになる。

小学校は一人当たり約1.6回となり、これらは一人当たり２回以内の視聴となっている。それに

対して、中学校教科教育は約9.4倍、高等学校教科教育は約8.1倍と前述の講座に比べてかなり

高い。これは、中学校、高等学校は教科ごとの動画が中心となるので、受講対象が数名から二

十数名と比較的少ないことも要因として考えられるが、動画を繰り返し視聴していると考える

ことが自然である。

図19をみると、中学校教科教育、高等学校教科教育の視聴率が低くなっているが、これは１

つの動画を１回だけ見た時のことを想定している。しかし、中高は同じ人が繰り返し視聴して

いる可能性がある。比較的長い動画であるので、１回目は途中まで視聴して終了し、２回目に

前回の続きで視聴した場合、視聴率は実際に見ている状況を反映しない。

そこで、視聴率に対象者一人当たりの視聴回数をかけた数値を計算し、グラフを作り直すと

次の図23になる。



（図23）動画時間と一人当たり視聴率（視聴率×（視聴回数／受講対象人数））との相関

これを分析すると、近似曲線に変化がみられる。

動画時間と視聴率の相関係数は、小学校が－0.6518、中学校は0.1768、高等学校は－0.3396

となった。すなわち、小学校は動画時間と視聴率の相関があり、動画時間が長くなると視聴率

が下がる関係にある。中学校は動画時間と視聴率の相関は見られないが、動画時間が長くなっ

てもやや視聴率は高くなる傾向がある。高等学校は弱い負の相関がある。



ウ 中学校教科教育(数学科)の詳細分析

視聴パターンの分類として今回は５タイプに分けたが、それぞれのタイプの中でも少しずつ

状況は異なる。ここでは、さらに詳細に視聴率の高低とその時の内容について分析をする。

（図24）中学校教科教育（数学科）の動画視聴状況（上：教科教育１、下：教科教育２）

次のような傾向がみられる。

①いずれもタイプⅢの特徴がみられる。連絡事項の視聴率が高い。

②演習（５秒間待つ）を多く入れているが、視聴率が低くなる傾向がある。

③タイプⅣの特徴である途中で視聴率が高くなる部分が数か所みられる。

これらの傾向を分析するとともに、動画の内容と視聴率の高低をさらに分析することが効果

的な動画作成につながる。
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中学校教科教育２ 142-1-3 教科指導・授業設計の基本的な考え方と、教科指導の効果を高めるＩＣＴや教材・教具の活用について【数学】

(2)ア

(2)イ①

(2)イ②

(2）
ウエ

(3）
連絡

中学校教科教育１ 140-1-3 各教科における学習指導の目標と内容、「質の高い学力」を育成する学習指導の在り方【数学科】



(6) 初任者研修アンケート結果より

初任者研修アンケートを次のような概要で実施した。

【目的】

初任者研修・新規採用者研修の改善に生かすこと

【対象】

府内公立小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の初任者研修受講対象者（359名）

【方法】

Ｗｅｂ研修に関する質問について４点法で回答

無記名式

【時期】

令和２年10月～11月

【回答者数】

初任者：小138名、中94名、高47名、特40名 合計320名

（図25-1）初任者アンケート（Ｗｅｂ関連項目）



（図25-2）初任者アンケート（Ｗｅｂ関連項目）

各設問ごとの結果を示す。

(1) Ｗｅｂを使った研修によって、自分の学びを進めることができる。

（図26）Ｗｅｂを使った研修による学び

令和２年度採用の初任者は一度も集合研修を経験することなく約３ヶ月間Ｗｅｂを使った研

修を行った。動画視聴を中心とする研修であったが、多くの初任者がＷｅｂ研修の有用性を感

じている結果となった。



(2) Ｗｅｂのメリットを生かした研修は、今後も続けられるといいと思う。

（図27）Ｗｅｂ研修の今後

アンケート実施時点で初任者はＷｅｂ研修と集合研修（対面研修）の両方を経験している。

その中で、Ｗｅｂ研修のメリットを生かした研修の実施に約８割の初任者が継続を支持してい

る。自由記述の内容から、移動時間が無いこと、動画視聴は自分のペースでできることなどが

その理由の一つであることがわかる。支持していない初任者も約２割いるが、その理由として

は、研修時間の確保が十分でないことなどがあげられる。



Ｗｅｂを使った研修は、勤務時間中に行うことができた。（在宅勤務を含む）

Ｗｅｂを使った研修について、動画視聴から研修報告記入までを勤務時間内に行うことがで

きたかどうかを尋ねた設問である。

その結果、勤務校での授業が無いときに比べて有るときの方が勤務時間内に行うことができ

ていないことが明確になったが、休校期間及び夏期休業期間中でさえ、多くの初任者が勤務時

間内に行うことができていないことがわかった。

【勤務校の休校期間中や夏季休業中】

(3) Ｗｅｂを使った研修は、勤務時間中に行うことができた。（在宅勤務を含む）

（図28）【休校期間中】勤務時間中にできたか

【勤務校の授業実施期間中】

(7) Ｗｅｂを使った研修は、勤務時間中に行うことができた。（在宅勤務を含む）

（図29）【授業期間中】勤務時間中にできたか



Ｗｅｂを使った研修が他の業務で中断されることなく行うことができた。

Ｗｅｂを使った研修を行っている間に、他の業務で研修が中断されることがあったかどうか

を尋ねた設問である。

集合研修の場合は、基本的に他の業務で研修が中断されることはないが、勤務校などでＷｅ

ｂ研修を行っている場合、どの校種でも研修が中断されることなくできている割合が低いこと

がわかった。特に、授業実施期間中は多くが研修の中断を余儀なくされている。

【勤務校の休校期間中や夏季休業中】

(4) Ｗｅｂを使った研修が他の業務で中断されることなく行うことができた。

（図30）【休校期間中】他の業務で中断されたか

【勤務校の授業実施期間中】

(8) Ｗｅｂを使った研修が他の業務で中断されることなく行うことができた。

（図31）【授業期間中】他の業務で中断されたか



動画視聴や受講報告の記入などの作業はすべて木曜日に行った。

集合研修の場合は、多くが木曜日に設定され、受講報告の記入まで含めて基本的に一日で研

修が終了する。また、後補充や授業の時間割の配慮で多くの初任者が木曜日は研修を行いやす

い状況であるが、動画視聴を中心とする研修の場合はいつでも研修を行えるため、実態把握の

ために設定した設問である。

【勤務校の休校期間中や夏季休業中】

(5) 動画視聴や受講報告の記入などの作業はすべて木曜日に行った。

（図32）【休校期間中】研修実施の曜日

【勤務校の授業実施期間中】

(9) 動画視聴や受講報告の記入などの作業はすべて木曜日に行った。

（図33）【授業期間中】研修実施の曜日



動画視聴はどこで行いましたか。

研修のための動画視聴を行った場所について尋ねた。休校期間中に比べて授業期間中の勤務

校での動画視聴が多くなっている。これは、学校が活動している傍らで研修を実施できている

可能性を示唆しており、適切な研修形態である。気になるのは小学校の状況である。すなわち、

約６割の初任者が主に自宅で研修を行っていると回答している。休校期間中であれば在宅勤務

という可能性も考えられるが、授業実施期間中は勤務時間外に自宅で研修をしている可能性が

高く課題が残る。

【勤務校の休校期間中や夏季休業中】

(6) 動画視聴はどこで行いましたか。

（図34）【休校期間中】動画視聴場所

【勤務校の授業実施期間中】

(10) 動画視聴はどこで行いましたか。

（図35）【授業期間中】動画視聴場所



【設問Ⅲ】Ｗｅｂ研修の動画視聴は以下のうち、どの機器を使って視聴しましたか。使用し

た機器を全て選択して、マークシートの数字を塗りつぶしてください。（複数回答可）

（図36）動画視聴に使用しした機器（複数回答）

動画視聴を行うために使用した機器を複数回答で尋ねた。パソコンの使用が最も多いが、学

校のパソコンの使用は校種によって差が生じている。学校のパソコンの使用率が高等学校の初

任者は約９割であるのに対して、小学校の初任者は約半数にとどまっている。この原因として

考えられるのは２点あり、１点目は動画視聴の環境の整備状況に差があること、２点目は小学

校の初任者の多くが自宅で動画視聴をする状況になっていることが考えられる。

学校のパソコン・タブレットと私物のパソコン・タブレットの使用が拮抗している。個人の

負担に依拠していることは課題である。

約４割の初任者がスマートフォンでも視聴しており、小さな画面で研修ができるように動画

を作成する必要性や、個人の機器の使用や通信料の負担など配慮が必要な可能性を示唆してい

る。



アンケートでは、Ｗｅｂ研修に関して感じたことを自由記述で記載することができる。その

内容については現在分析中であるが、一部の記述内容を以下に列記する。

〇Ｗｅｂ研修は学校や家で行うことができるので、移動する時間がいらないことやもう一度

見たいと思ったときに見ることができる良さを感じました。

〇集合研修を行うことでお互いの学校の実態を共有したり、活動中では協議し合うことによ

り考えを深めることができました。

〇Ｗｅｂ研修が時間に追われることなく、好きなタイミングで見ることができたので良かっ

たと思います。

〇Ｗｅｂ研修は自分で時間を見つけて行え、大切な言葉などをメモしたいときに一旦停止し

書くことができるので聞き逃しがなくいいなと思います。

〇Ｗｅｂ研修の良さ：いつ見てもいいということ

センターでの良さ：他の学校の先生とお話しできること。気分転換になること。

●勤務時間外に受講することが多かったため負担になった。

●集合研修では、他の学校の先生と話し、自分とは別の考え方に気付くことができることや、

報告書まで一日で書き終えることができるよさを感じた。

●授業実施期間中の勤務時間内の視聴は難しく、残業中もしくは休日に視聴することになっ

た。

●わからないところを質問できない。

●学校のタブレットではＩＴＥＣにログインすることができない。インターネットの動作が

遅かった。業務の合間に動画を視聴して報告書をまとめるところまでできない。



(7) 受講報告から読み取れる「健康安全教育、地域連携」講座の受講状況報告

ここでは、実際の受講報告から読み取れる研修の様子を報告する。

例として、動画視聴期間として５月28日（木）から６月11日（木）までを設定した「初任者

・新規採用者研修共通『健康安全教育・地域連携』講座」について、受講報告に書かれた研修

の日時を集計した。受講対象者は初任者、新規採用者、幼稚園等教諭の444名である。表19は、

初任者等がどの時間帯に受講しているのかを４つに分類した。

「勤務時間内」 …開始時刻から終了時刻までが勤務時間内に収まっている

「平日時間外」 …業務日(平日)に研修を行っているが、開始時刻または終了時刻のい

ずれか（あるいは両方が）勤務時間外になっている

「土日祝日」 …土曜日、日曜日、祝日に研修を行っている

「日程時間未定」…研修の日時が書かれていない、または、不適切な記載

（表19）「健康安全教育・地域連携」講座 Ｗｅｂ講義受講時間帯



結果としては、勤務時間内に研修を行っていた

のが68.2％に留まった。平日の時間外が11.9％、

土曜日曜が17.6％と、少なくとも約３割の受講者

が勤務時間内に研修を終了させることができてい

ない（表19、図37）。

（図37）研修時間帯

（図38）「健康安全教育・地域連携」講座Ｗｅｂ講義受講時間帯

さらに、校種・職種別に集計すると図38のようになる。勤務時間内に研修を行った割合が最

も低かったのは、小学校で、55.9％に留まっている。勤務時間内に研修を行った割合が最も高

かったのは、特別支援学校の88.1％である。

言うまでもなく、職務として初任者研修、新規採用者研修を行うもので、勤務時間内に研修

が行えるように環境整備することは大切なことである。初任者、新規採用者だけの努力でそれ

を行うことは困難なので、指導者や管理職が研修に集中できるように仕事の整理や人員の配置

などを行う必要がある。また、職場の同僚の理解も必要である。

集合研修の場合は、指定された日時に必ず勤務先を離れる必要があるが、Ｗｅｂ研修の場合

は、指定された日に幅があるので、所属先の実情に合わせて柔軟に研修の計画を立てることも

可能な中で、必ず勤務時間内に研修が行えるように工夫することが必要である。

図39は、「健康安全教育・地域連携」講座の動画視聴状況と受講報告による研修実施日の関係

を図示したものである。
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（図39）「健康安全教育・地域連携」講座の動画視聴と研修実施日の関係

ここから、次のような研修の状況が読み取れる。

①動画視聴期間に約71％が受講している

②本来の実施日である６月18日を含め、５月28日、６月４日、11日、18日と木曜日の

研修実施が比較的多い

③動画視聴回数と受講報告記載の研修実施日の相関係数は0.712と強い相関がある

※この講座の本来の実施日は講座ａが５月28日（木）、講座ｂが６月18日（木）であり、動画

視聴期間は５月28日（木）～６月11日（木）である。

また、表20より次のことも読み取れる。 （表20）曜日別動画視聴回数と研修実施日

④動画視聴回数、研修実施日ともに木曜

日が最も多いが、その割合は約２割か

ら３割にとどまる。

⑤研修実施日に比べ、動画視聴回数の方

が曜日によるばらつきが少ない。

⑥動画視聴回数は土日の割合も高い。



６ 成果と課題

４月から６月中旬まで全ての集合研修を中止し、Ｗｅｂ研修を行っている間、初任者・新規採用者

の様子の把握は例年のように行えなかった。また、Ｗｅｂ研修の学校現場における実施状況（動画視

聴状況）も把握しづらく、提供している動画の研修効果等も手探りの状態であった。

今回の定量的な分析により、それらを把握して今後の講座構想に活用できる知見を得ることができ

た。

今後は、集合研修とＷｅｂ研修の効果を研究しつつ、適切な講座を設定しながら分析を継続するこ

とが必要である。また、校種による差異の分析やオンライン（リアルタイム）で実施した校種につい

て、状況分析などより詳細な分析を行っていくことが課題である。

７ おわりに

集合研修とＷｅｂ研修を比較することを通して、コンテンツそのものを見直すきっかけにもなり、

今後の研修全体が効果的、適切に行えることにつながる研究であることを望む。
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